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SICE Annual Conference 2004 in Sapporo
(計測自動制御学会2004年国際学術講演会)
展示会出展のお願い
平成16年1月



社団法人　計測自動制御学会


会　長　　　小 野　博 信
SICE Annual Conference

2004
 in Sapporo  実行委員会


委員長　　　大 塲  良 次

拝啓

　貴社ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。計測自動制御学会の活動に関しましては、平素より多大なご支援をいただき厚くお礼申し上げます。





さて、来る平成16年8月4日(水)～6日(金）、北海道工業大学におきましてSICE Annual Conference 2004 in Sapporo (計測自動制御学会2004年国際学術講演会)が開催されます。
今回で第43回になりますが、北海道地区では9年前の1995年に北海道大学で開催されて以来のことです。このため、計測自動制御学会北海道支部と北海道大学・北海道工業大学が中心となって実行委員会を構成し、大会を成功させるよう鋭意準備をすすめております。

SICE Annual Conferenceの内容は、計測、制御、システム、情報などに関する広範な分野であり、従来の電気、機械、化学、土木建築という縦割りの分類のどの工学分野にも必要となる横断的工学分野を1つに結集したもので、本学会員を中心に約1000名の研究者の参加が見込まれます。
今回も講演会場内の一角に展示会場を設けることにしました。計測、制御、情報に関連する機器およびカタログ展示、ならびに書籍販売等に絶好の機会かと存じます。
SICE Annual Conference 2004 in Sapporoと計測自動制御学会の概要、および展示会申し込み要領を以下に説明いたしますので、ふるってご出品展示下さいますようお願い申し上げます。

敬　具
１．SICE Annual Conference 2004 in Sapporoの概要

（1） 名称

SICE Annual Conference 2004 in Sapporo
（2） 主催団体

社団法人　計測自動制御学会
（3） 共催団体
米国電気電子学会(IEEE) IES, RAS, CSS, SMC
The Instrumentation, Systems, and Automation Society (ISA)
（4） 協賛団体


米国電気電子学会(IEEE)日本支部


韓国自動制御システム学会(ICASE)

中国自動制御学会(CAC)

中国計測学会(CIS)

（5） 開催期日

平成16年8月4日(水)～8月6日(金)

（6） 会　場

北海道工業大学
　　〒006-8585　　札幌市手稲区前田7条15-4-1
（7） 目的

本会議は、計測自動制御学会が毎年開催する国際学術講演会であり、計測・制御・システム・情報に関連するあらゆる分野について研究討議の場を提供し、広く国内外における研究と関連産業の発展に寄与する。さらに、論文集を英文化することにより、日本の研究成果を直ちに海外に発信するとともに、広く海外からの参加も積極的に促進する。

（8） 主要発表内容

	計　測　工　学
	シ　ス　テ　ム

	センサと変換器

光－電子測定

信号、画像処理

同定と推定

故障診断
遠隔測定
超精密測定

標準化
	モデリングとシミュレーション

バイオシステム

人間－機械系

医療、福祉システム

情報処理システム

生産システム

交通システム

社会システム

	制　御　工　学
	応　　　用

	ロバスト制御

適応および最適制御

非線形制御

大規模システム

分布システム

確率システム

ニューロ・ファジィ制御
	ロボット、メカトロニクス

マイクロマシン

自動化技術

工場自動化

プロセス制御と産業応用
農業自動化技術

航空宇宙技術


	
	

	







	








	
	

	






	








（9） 会議の規模

論文数　約650件（2003年度投稿論文数654件）
参加予定数　日本人850人、外国人150人（2003年度登録者計972人）
	
	午前
	午後

	４日
	チュートリアル講演、一般講演
	一般講演、懇談会（学生、外国人）

	５日
	一般講演
	特別講演、総会、懇親会

	６日
	チュートリアル講演、一般講演
	一般講演、クロージングセッション


実行委員会名簿

委員長　　　大場　 良次　（北海道大学）

副委員長　　丸山 　晃市　（北海道工業大学）　　馬場　 直志　（北海道大学）

山本　　 裕　（京都大学）

顧問　　　　伊達　 　惇　（北海道工業大学）　　島　　 公脩　（北海道大学）

土谷　 武士　（北海道大学）　　　　
　　　幹事　　　　岩瀬　　 正　（(社)計測自動制御学会事務局）
　　　委員　　　　元井
 和司　（北海道工業大学）　　佐々木 正巳　（北海道工業大学）
山下
 政司　（北海道工業大学）　　長松 　昌男　（北海道工業大学）

竹澤
　 聡　（北海道工業大学）　　石動　 善久　（北海道大学）

岡　　 和彦　（北海道大学）　　　　覚間 　誠一　（北海道大学）

下岡　 聡行　（北海道大学）　　　　野中 　秀俊　（北海道大学）

山本　 克之　（北海道大学）　　　　和田　 充雄　（北海道大学）

大森 　隆司　（北海道大学）　　　　松下　 昭彦　（北海道大学）

伊藤　 雄三　（北海道大学）　　　　大内　 　東　（北海道大学）

山本 　雅人　（北海道大学）　　　　河口 万由香　（北海道大学）

山内 康一郎　（北海道大学）　　　　小林 　幸徳　（北海道大学）

高井　 信勝　（北海学園大学）　　　魚住　　 超　（室蘭工業大学）

永野　 宏治　（室蘭工業大学）　　　長島　 知正　（室蘭工業大学）

橋本 　幸男　（室蘭工業大学）　　　疋田　 弘光　（室蘭工業大学）

花島
 直彦　（室蘭工業大学）　　　山下 　光久　（室蘭工業大学）

相津　 佳永　（室蘭工業大学）　　　榮坂　 俊雄　（北見工業大学）

神谷 　祐二　（北見工業大学）　　　菊田　 　章　（北見工業大学）

川村　　 武　（北見工業大学）　　　三上　 貞芳　（はこだて未来大学）
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２．計測自動制御学会の概要
　　　計測自動制御学会は、計測と制御の学問と技術の発展を通して社会に貢献する事を目的とした専門家集団であり、昭和36年（1961年）に創立されました。以来、会員数が増加し、現在は正会員7,216名、学生会員756名、賛助会員252社308口の会員を擁する学会に発展しました。同時に、北海道から九州まで全国に８つの支部を置き、地域に密着した活動も行っています。また、計測と制御に関する主要な国際団体の日本代表として国際的にも活躍しております。

　　　本学会で扱っている計測、制御、システム、情報技術は、あらゆる分野に共通する横型の学問であり技術であります。それは、工学システムにとどまらず、情報システム、社会システム、環境システム、生体システムなど、ありとあらゆる領域に関連しています。そして、これこそ今日の繁栄をもたらした技術の中核をなす最も重要な基幹技術であり、現在まで、情報、知能、システム、ロボットなどに関する学問や技術に展開して飛躍的な発展を遂げてきました。

　　　本学会の活動は申すまでもなく、会員相互の学問的、技術的啓発が基本であります。そのため、学会誌を通して会員に最新の情報を提供するとともに、論文集によって会員の研究発表の場を設けております。さらに最新の学術、技術に関する学術講演会、シンポジウム、国際会議あるいは講習会を開催する一方、出版活動など多彩な事業を展開し、計測・制御分野の発展に努めています。

平成15年度計測自動制御学会役員名簿


会　　長　　小野　 博信　（トヨタ自動車㈱）
　　　　副会長　　小畑　 秀文　（東京農工大学）　　舩橋　 誠壽　（㈱日立製作所）

常務理事　　尾花　 英夫
（東芝㈱）　　　　　伊藤 　宏司　（東京工業大学）

　　　　　　山本　 　裕　（京都大学）　　　　小林　 尚登　（法政大学）

大須賀美恵子 （大阪工業大学）　　木田　 　隆　（電気通信大学）
油田　 信一　（筑波大学）　　　　橋本　 秀紀　（東京大学）

虎尾　 　彰　（ＪＦＥ技研㈱）　　眞田　 一志　（横浜国立大学）

重松　 　崇
（㈱日立製作所）　　築山　 　誠　（三菱電機㈱）

　　　　理　　事　　森　　 泰親　（東京都立科学技術大学）　奥津　 良之　（㈱山武）

　　　　　　　　　　沈　　 貴寶　（韓国中央大學校）　石動　 善久　（北海道大学）
　　　　　　　　　　川又　 政征　（東北大学）　　　　早川 　義一　（名古屋大学）

　　　　　　　　　　朝倉　 俊行　（福井大学）　　　　玉置 　　久　（神戸大学）

　　　　　　　　　　佐伯　 正美　（広島大学）　　　　大恵 俊一郎　（徳島大学）

　　　　　　　　　　石松　 隆和　（長崎大学）
　　　　











監　　事　　澤田　 廉士　（日本電信電話㈱）　森田　　 温　（三菱電機㈱）

　　　　　　　　　　
小坂　 満隆　（㈱日立製作所）



















３．展示会申込要領
（１）範　囲：計測・自動制御・情報等各種機器・カタログ、技術資料、書籍などの展示と販売。

（２）種　類：１社で何種類の機器、カタログ、書籍等を展示されても結構です。ただし、コマ数に制限がありますので、申込多数の場合コマ数を縮小していただくことがあります。

（３）カタログ部数：制限はありませんが、1種類600部以内を目安とします。

（４）費　用：（1コマ　3日間）

　　　　　　　計測・自動制御・情報等各種機器、カタログの展示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛助会員：50,000円、会員外：70,000円

書籍販売のみ　　　　　賛助会員：40,000円、会員外：60,000円

（５）搬　入：8月3日(火)午後に搬入。詳細は別途お知らせいたします。

（６）展　示：１）展示期間は8月4日(水)～8月6日(金)まで。

　　　　　　　２）展示会場　北海道工業大学（札幌市手稲区前田7-15-4-1）
　　　　　　　３）展示会場内の場所の決定は学会に一任願います。

　　　　　　　４）１コマの大きさは、約180 cm(間口)×90 cm(奥行)で、機器展示の場合は1社当たり単相100V 500W迄の電力は使用できます。（なお、会場には200Vの設備がありません。もし、200Ｖや大容量を必要とする場合には、あらかじめ担当委員までご相談ください。）

　　　　　　　５）バックパネルが必要なときは各社でご用意ください。

　　　　　　　６）カタログの見本を展示し、カタログ請求を受け付けるようにされても結構ですが、学会ではその取りまとめはいたしかねます。

　　　　　　　７）展示説明員は1コマにつき２名以内にお願いいたします。

　　　　　　　８）会場は毎日施錠しますが、盗難などの事故に関しては各社で責任をお持ちください。
（７）搬　出：詳細は別途ご連絡いたします。なお、お引取りにならないカタログは処分いたします。

（８）申込について：１）申込締切：平成16年7月2日(金)
　　　　　　　　　　２）申込先：
　　　　　　　　　　　　〒113-0033　東京都文京区本郷 1-35-28-303

　　　　　　　　　　　　(社)計測自動制御学会　事務局長　岩瀬　正
　　　　　　　　　　　　電話：03-3814-4121　FAX：03-3814-4699

　　　　　　　　　　　　E-mail: iwase@sice.or.jp






　　　　　　　　　　３）問合せ先：
〒006-8628　札幌市北区北13条西8丁目
　　　　　　　　　　　　北海道大学工学部　馬 場 直 志
　　　　　　　　　　　　電話：011 - 706‐6718   FAX：011 - 727‐8608
　　　　　　　　　　　　E-mail：sice2004@sice.or.jp




（９）詳　細：申込締切後、申込社に連絡いたします。






SICE Annual Conference 2004 in Sapporo
(計測自動制御学会2004年国際学術講演会)

展示申込書

	会社名
	

	種類

および

コマ数
	　機器・カタログ・書籍販売コマ数：　　　　コマ

　書籍販売のみ行うコマ数：　　　　　　　　コマ


	出店内容


	

	使用電力


	100V（　　　　　W）

	会員資格


	□　賛助会員　             　□　会員外

	その他


	


SICE Annual Conference 2004 in Sapporo実行委員会　　御中

上記のとおり申し込みます。

　　　　　　　申込会社名：

　　　　　　　連絡先所在地および部課名：（〒　　　　　　　　）

　　　　　　　　　ご担当者名

　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　E-mail（　    　　　　　　　　               　　　　　）
（5） 
（6） 
（7） 
（8） 
（9） 
（10） 
（11） 
（12） 
（13） 
（14） 
（15） 
（16） 
（17） 
（18） 
（19） 
（20） 
（21） 
（22） 
（23） 
（24） 
（25） 
（26） 
（27） 
（28） 
（29） 
（30） 
（31） 
（32） 
（33） 
（34） 
（35） 

（36） 
（37） 
（38） 
（39） 
（40） 
（41） 

（42） 
（43） 
（44） 













